
    

    　「五百円のエレジー」

    　

    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菱田涼月

    　

    　

    　

    アタシは、平成元年に生まれた。

    アタシが誕生したのは、大阪の天満宮近く。

    桜の名所で、春になると、大勢の観光客が日本中からやってくる、繁華な街だった。

    でもアタシは、大阪っ子になる前に、急な事情で東京に移ったわ。

    東京って、ドライなところね。

    一万円両替するのに、煙草一つ買わないと、駄目なんですって。

    アタシの最初の連れ合いは、ヘビースモーカーだったから、その辺で困ることはなかったのだけれど、普通の人はやっぱり大変そうだった。

    アタシは海が好きなんだ。

    いつか、海の見える場所に行きたい。

    物ごころついてからいつも、アタシはこんな風に思ってた。

    でも連れ合いの仕事で行くのはいつもコンクリートジャングルの真っ只中。

    虎ノ門、新橋、兜町、日比谷、赤坂、六本木……。

    まあ、東京タワーがいつも見える場所だったから、贅沢といえば贅沢だったわよね。

    そうそう、アタシって、アタシにさわる男の手の感触に異常にこだわるんだ。

    お金の匂いが染みついた銀行員は嫌い。

    もっと無垢で、繊細で、崇高な手がいいわ。

    たとえば駄菓子屋さん。

    お煎餅と、五円チョコと、うまい棒に慣れた手ね。

    あるいは和菓子屋さん。

    黄粉餅と、かしわ餅と、桜餅の香りが染みついた、かぐわしい手。

    そんな手で扱われる時、アタシはこの上ない満足感を味わうんだ。

    アタシは数多くの男を経験した。

    でも、お金の事情が変わると、すぐに別の男のもとへと移るの。

    こんな人生でいいのかしら。

    「君がいてくれると、何かと助かるんだ」

    今のアタシの連れ合いは、よくこんな風に言ってくれる。

    まあ、悪い気はしないわよね。

    「まとまったお金がない時でも、君がいれば安心して煙草を買えるしね」

    ふん。

    アタシって、煙草嬢なのね。

    　

    そんなこんなで、アタシは二十五の夏を迎えた。

    連れ合いの故郷は鎌倉だった。

    だから、夏休みに入る七月頃になると、アタシの連れ合いは東京から、鎌倉へ還るの。

    「今年の春は、ちょっといいことがあったからね」

    アタシの連れ合いは、今年次長に昇進したの。

    そのことを言ってるんだわ。

    「是非君を連れて、ふるさとの八幡様へお参りにいきたいね」

    　

    嫌な予感がするわ。

    アタシ、捨てられるんじゃない？

    そんなアタシをよそに、連れ合いは横須賀線の鎌倉駅に着いたわ。

    鶴岡八幡宮へ続く若宮大路を歩きながら、アタシと過ごした冬と春の想い出を反芻していた。

    八幡宮へ着くと、境内の砂利を踏みながら、小高い丘の上にある本殿へ行った。

    そこは鎌倉の街と、その向こうにある海がよく見えるの。

    海の見える街に行きたい。

    そんなアタシの希望が叶ったのね。

    　

    ああ、でも待って。

    そんな簡単にアタシを捨てないで。

    「捨てるんじゃない、奉納だ。ここに来る時のために、君を崩さないで持っていたのだからね」

    アタシは連れ合いの手に軽く握られると、そのまま中空へと放り投げられた。

    ゴチンという音がして、アタシは賽銭箱の中に落ちていった。

    ああ、野口さん、樋口さん、こんにちは。

    平等院の十円さんもこんにちは。

    あら、諭吉さんもいるのね。景気のいいこと。

    こうしてアタシは八幡様のお賽銭になった。

    　

    アタシは平成元年に生まれた。

    アタシが誕生したのは、大阪の天満宮近く。

    ピッカピカの五百円硬貨だった私は、一人、見知らぬ土地のお賽銭になって、生きている。

    　また日の目を見るその日まで。

    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　完

    　

    フローラの追憶　～女神たちの溜息～　第二部

    第二章コスモス（乙女のまごころ・調和）の章

    　

    　

    「いや、だからね、まだ青島さんとはどうこう言うことはないのだけれど、もし青島さんが私と付き合いたいっていうなら、受けてたつかもしれないけど。それも今は未定です。それよりフラワーデザイナーに早くならないと」

    「えっ、私も青島さんいいかもって思っているんですけどー」

    「まぁまぁ二人とも、いや端で見てると面白いんだが、店先で焼きモチの焔は上げないでくれよな、仕事のセンスにぶれがでるよ」と、熊田が苦笑いしながらビールを飲む。

    「あたし達ライバル？ライバルなの～？」

    「いえ、私はあくまで友達、でも青島さんのウチ行って絵のモデルたのまれちゃったけど、エヘ」

    「ほー、そうなんですか、やはりアタシは抜かれている。アタシが先に青島さんを手に入れるんでいいですか？」

    「やるだけやったら、いい」熊田もあきれて言う。

    「そろそろお開きにしましょうか、明日はひのきの仕事で一杯だから」

    「はーい」

    三人は会計を済ませ、それぞれに春日部の夜に分かれていった。

    　

    続く

    　

    ニッケルイエローvol３参加者データ

    　

    菱田涼月：プロフィール

    神奈川県出身。

    紅茶とバロック音楽をこよなく愛する関東人。尊敬する作家は三島由紀夫。

    実は毎朝六時半起きの生活を送る規則正しい朝型人間。

    無駄に健康な身体を、執筆で害すること幾星霜。

    酒も煙草も競馬もしないが、なぜか人生詰んでる破滅型。

    投稿歴は電撃小説大賞に四年。うち一次通過二回。

    もう作家になるしか選択肢のない人生。

    　

    ブルーアイリス

    春日部市に住む画家・小説家。転職歴は星の数ほど。最近ようやく落ち着いたけど心の安らぎを求めて止まない四十五歳。

    web:http://www.blueiris.jp　Email:blueirisr8@yahoo.co.jp　twitterアカウント：@blueirisr8
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